
アドバイザーの先生から
・事例を見て当日までに家庭の情報、事実を入れていくとよい。 
 憶測ではなくて実際の事実を入れると、発達の課題や原因・ 
 背景の参考になる。
・保護者も保育者も子どもを中心にすると心がほぐれていく。 
 交流会でもテーマに戻り、視点を考えながら話していくとよ
 い。

第２回親育ち支援地域別連絡会（東部１グループ）　　　　令和６年６月１７日（月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：北川村民会館　　　　

ぜひ地域のみなさんと考え合いたい内容を用意しています！
一緒に考えを深め合いましょう。

第２回は「交流会の内容を決定しよう！」

交流会 実践シート事例研修決定
☆３事例を選びました。２歳児（２事例） ３歳児

次回の予定

 今年度のテーマ「子どもを中心にみんなが笑顔になるた
めに～ポジティブに！心ほぐれる関わりを～」の決定を受け
て、それぞれの市町村から持ち寄った事例を読み合い、交流
会の事例を考えました。
 事例を選定する際に、子どもや家庭の姿が想像しやすく、
初めて事例研修をする参加者でも発達の課題が予想しやすく、
学びが深め合える事例であることを視点に選びました。

６月26日（水）
・地域別交流会の最後の確認を行います。
 自分達がファシリテーターとグラフィッカー 
 になり、事例研修を行う予定です。
☆小規模園の事例をもとに、保育のあり方の難
 しさがあるけど、それを考慮しながら話し合
 いをしたいと思います。

 北川村教育委員会 作成 

気になる子が保育者
を試す姿はよくある
よね。担任の先生や
参加者が新たな気づ
きとなり保育に生か
せるようにテーマに
沿った事例研修にし
たいね。

初めて事例研修に参
加する人でも、発達
の課題を考えやすく
するために、質問が
出しやすい事例を選
ぼう。見取るための
情報が多くなると学
びが深まっていくね。


